
学 会 記 -t♪二

也,発現様Ju-_LJ叫冒閲を,免疫組織学的に検討した.-､r

r')可ltd.L卜Ⅰ)53モ/'Jr-- 十)LirJlt体 1).;lbl媒)1廿hln)がIlt､

SLliellCPITIL､.)を使用し.染色は SAlj法を1日い.I'.I.小

病変単位の陽性率は,高異型度進行癌が13月5(掘,7%)

た.② 高,低異塑度癌の領域ごとの比較で私蔵異型療

病領域の陽性率が有意に高かった,③ p53陽性細胞はき

高異型度癌領域で diffustナ･高密度に在虹辛::-:'(1)に対し.

低異型度癌領域では foc盈い 散在性をこ認められる傾向が

あった.高,低異型度癌には p53をこ関 して異なる遺伝

子変化が存在すると思われた.

19)当院の職員検診をこおける HCV 抗体 ス ク

小堺 邦夫
遠藤 〔~t~･二葉
熊野 英興

満
三
男

研
知

樫
城
沼

蜜
出
展 (新潟労災病院内科)

上村 朝輝 (新潟大学第三内科)

職員検査時に HCV 抗体陽性率を検討 した.第 i回

(H3年12月 HCV弓 大塚アッセイ RIAのみ施行)の

陽性率は2,9% (8/276)であった.陽性者8名を HCV-防

ダイナポットEIAで検討すると2名陽性となりヲこの

2名のみ HCV-RNAが証明された.また,陰性の6

名車複名は同一血清による HCV-王の再検で陰性となっ

たことから,RIA での偽陽性は予想以上に存在すると

思われた.同一集団に対する第 2回検診 (H4年 6月

摘CV一正 ダイナポットPKA のみ施行)の陽性率は1,逮

% (射288)で,前回の HCV-証陽性者2名の他,新た

をこ2名陽性となり,汲NA 屯陽性であった.この結果,

当院の検討では HCV-Ⅱは PCR とよい相関を示 し,

20)妊娠 末期 をこ発症 した登症型C型急性肝炎の

1例

成滞林太郎 ･青柳
上村 朝輝 ･朝倉

章吾
豊
均

一

(新潟大学第三内科)

症例は21歳女性.家族歴,既往歴をこ特記事項なし.A

院時肝性脳症は認め～､1れず,G()T.GPT.T.P)ilハ

車等慶の上昇と凝固系因子の低下,ブイツシャ-比 L2,

盛況叢R1,02が認められた.肝炎ウイルスマ-カ-ぼ 銅CV

RNA(F'CR11丁.L外全て陰性.CT､LTS .__上二mこIP Sign

が認められた.自然分娩が誘発され,願事出産金児をこ肝

鶴能障害はなかった.その後遷延する経過に対し2度の

血祭交換と n一五FNalpha250MU喪S/WEEK 皮下注が
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施行され約 i-)I,JJn粁遇 にて退院.現在外来 lドN 投 lj一一

継続中中盤経過を通 じ患者血清中に HCVRNA が陽性,

こIntiI.-1し､＼Illは発症約 :11｢り後二日~汗1経過で急澱∴陽

転化した.両親.夫.児,摺帯血に Ⅰ････1(｢＼'lくN八 こ右認

よL)∴れ-Ji.児ハ iillti-r-1CV TIこ封侶 :_時しい)陽性 Er.().1.

?).(い て1､L後漸減 した.i十卜'l'＼-rl'l･:(二.･1＼:rトlハ診断上

治療をこおける PCR と ‡FN の有用性が認識された,

21)肝の限局性結節性過形成の 且蜘除例

篤
信
降
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茂
樹
明
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樹
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覚

循

豪

腕
正

敏

法

英

井
川
関

崎
日

日
原

本

辺

松
石
本

石
川

武

石

野

渡

(舘 爵岩 戸 二)

( 閣 外科)

( 同 放射線科)

( 同 病理)

(新潟兼学第三内科う

( 同 第-病理)

症例は別歳男性,検診の腹部 USで肝左葉に腰痛を

認め当科入院｡腹部 USでは肝 S3をこ直径 3.2cm の

ty･h(1粁tli(_llumorを･,-認lヾ十二.(~yl､.MlくlL･Tl直,11こulか stu〔ト

と腹部血管造影で腰癌中心部の異常血管が描出されるこ

と,CT,MR王で厳感の中心部療痕をとらえたこと,魔

療生検で悪性所見を認めなかったことより肝限局性結節

性過形成 膵NH)と診断 した.従来の報告では FNH

の術前診断例は少数であったが,今回我々は総合画像診

断と腫療生検をこより Fm の診断が可能であったので

報告する｡

22)肝細胞癌 をこ対 す るユ タ jMル局注療法の検

討

加藤 俊幸 ･斎藤 征吏
丹羽 正之 8石黒 浄

課題 表 中小柳 孝義 (景表題姦詣 タ-)

肝細胞癌非切除例23例をこ対してユタ}-ル局注療法を

行一･一､た.起首波 卜に 1)lGl)r.lrl'卑用針 を用い軌lOo二.-'1

ノ-,i･.JjJl,-ト,)jrパ昆F一冊夜).Ft:=リIi)-107111注入した.

た.左おl封鞘二‡∵t､̂tT,を併用 した.合併症は時痛灼熱

感75%曹発熱 66.7%,一過性血圧低下による中止 2例

であったBPE汀 適応例 (3cm>,3個以下)では嚢

胞化壊死や縮小を認め, 1例は消失 し,予後は 1年生存

旦00%,男卑75%であった.さらに適応外とされる未墾

進行例をこおいても1年生存81,3%,2年 63曲6%と予後

の改善が得られ,TAE との集学的治療が有周であった.

なお総量 100m互を越える症例では,マイクロ波利用な
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ど検討が必要である.
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23)入間 ドックを契機に発見された左側胆轟の

1例
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美
史
三
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正
寛

研
英

魔
(新潟労災病院内亭射

(新潟大学敗射線科〕

胆道糸の先天異常U)なかで.阻喪床が肝円索の左側に

位置する左側Flti喪は稀で,本邦報告例は35例にすぎない.

我々 は人臣‖∴､′-Tを受診上し際に発_.Rされた左側胆喪の

1例を経験したので報肯すt'､.

症例は嶺5才の激捜せ平成魂隼3月26日入間 ドックを受

診した際.順部∴ニI-にて阻喪が通常L7)f封削こなく揮尾

部に接して左側に偏位しているLT)が認よ1E､一木た,腹部 (T.

rltCPでも同様に左側阻喪LT)T斬兄が認iJT)ト}Ilた.造影 Cr

と Ⅰ)IC を同時に行←,1ことこ/㌦ 胆廉く･;畔【脈 ･総胆管 ･

肝動脈の糎側に位置していたが.固定されている胆.喪頚

た.

2射 蒸性多血症 を合併 した胆管結石症の 1例

大谷 馳 川 口 英弘 ∈悪露賢貫健康保険∋

蕊琵 雷 歪 曲登坂 鴨 ( 閣 内柳

貫性多血症 に 合 併 した総胆管結石症L/T1手術例を経験 し

た'7~)で報喜す る . 症 例は6 2~才,男性.昭和44年に TIA

と皮t)そLJ) 際 に 赤 血 球増車を指摘され 精査にて貫性多

血症上診断 さ i t た . 平 成一:1年こi月を=｣発熱.背部痛出現.

近医で策 痘 ･ 肝 機 能 障 害を指摘され精査(Tl結果,総胆管

結石症 LL_ 診 断 さ オ 1 5 月 GH当村･紹介人院となる.入院時

検査で L':;i . R B C (59 1 ＼ 10･1.Hb15.2..Ht50.500と赤血

球増 車 が 7 人 三､--､ わ た . 5 月1:3u手術施行.術後第5病ト1に

は R B C ､7 5 3 X IO l , I-lbl(i.7,flt5(～.:.iOoと増悪 したが,

そ の 後 徐 々 に 改 善 し 第 2̀1病I~l退院 した.食性阜血症を有

す る 患 者 の 周 鮪 期 をこ ぼ多くの問題点が指摘されているが,

審 症 例 は 定 期 的 に 潟血がなされており,術前潟血を行な

わ ず 手 術 を 施 行し,術後出血 o鹿栓症等の合併症なく経

過 良 好 で あ った.

25)総胆管結石 に対す る体外衝撃波結石破砕療

法 は SWL)の試み

関根 厚雄 ･後藤 俊夫
朴 藤子 (県立吉田病院内翻)

外科的治療困難在総胆管結石症 L:1例に ESWL を施行

した.破砕装際は 7)itでX社製の TripterXlを使用.

症例は女刊:.3例,労作 1例.午令は83歳から93歳で平均

例に tJ,NBI)を他LJ)1'例に l二yl℃lI)を施行 し.結石L')排

出及び遺臣を[拍()iここミ例に仁 二相腸乳頭切開を施行した.

【胆石消失効果】完全消失3例､1く完全消失 1例.不完

全例は内視鏡的にバ1JE,-▲･卜か~ーー:i-JLで採f汗 た.【ま

とめ】ESWL は巨人総胆管結石LT津.t糖に非常に存効で

261PCNA 染色を用いた非陸将性胆嚢粘膜(･T)

細胞動態

人情 泰博･渡辺 英伸
武井 和義 ･粕谷 和彦
東田 蓋紀 (新潟大学第-病理)

阻喪癌の鍵.級発生 を明 らかにす るための基礎的研究と

Lて.増殖T:一･･.･73一･であ る PCNA (ProlireratillgCL,ll

nuL11eこ1I･こlntiがl･1日 ･こ対す る{pノ,'7rト･+JL抗体 (I)CIO)

を潤 いで,胆療固着上虎 と化生和上皮の増殖細胞の頻度と

分布を免疫組織学的三･こ検討した.材料は外科切除された

有 卜乾H t.,J生 上恥･り判別は Ii.rミ染色.粘液染色標本を

は,固有 卜戒 で 1.2±2.100日1二二二-/1:1㌦ 表面 L乾粘液

化生部で lil.5±6.700'い1I--7㌦ 偽幽Fl朋酎ヒ生介在部

に比べ有意 (P〈O.011に増殖能が商いと推測された.

-fj.PCNA陽性細胞(･丁〕/,)布は､問肯 日立では散在性

であったの臣こ対し,化生上皮では各領域または介在部に

高頻度をこ存在 し,増殖帯を形成 していた.




